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   A 78-year-old man visited our hospital complaining of pollakisuria, dysuria, and edema of 
lower extremities. Physical examination revealed a hard, fixed and fist size mass in the abdomen 
Lymph nodes of left supraclavicular fossa were hardly palpable. His  !prostate was larger than a 
hen's egg, stony hard and fixed in the pelvis on digital rectal examination (DRE). The prostate 
specific antigen (PSA) level was elevated to 584 ng/ml. Computerized tomography (CT) revealed 
enlarged retroperitoneal ymph nodes. Bone scan showed multiple abnormal uptake. Prostate biopsy 
showed poorly differentiated adenocarcinoma. Treatment with the LH-RH analogue was very effec 
tive. The retroperitoneal lymph nodes were no longer enlarged on CT. The prostate had become 
soft and was reduced to walnut size on DRE. The PSA level had decreased to within the 
normal range. The multiple abnormal uptake on the bone scan decreased. This is the 21st case of 
prostate cancer with large lymph node metastasis in Japan. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 40: 721-724, 1994) 













4年4月,頻 尿が著 しくな り,下肢の浮腫も出現し
た.平成4年6月11日,尿閉となり当科を受診した.
入院時現症:痩せ型で腹部に手挙大の固定 し1た腫
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ンパ節,大 動 静 脈 間 リ ンパ 節 はそ れ ぞれ5.lx4.Ocm,
8.5x4。5cmと腫 大 し(Fig.3,a),また両 側 水 腎症 を
認 め た.骨 シ ンチで は異 常 集 積 の多 発 を認 め た.
前立 腺 生 検 で低 分 化 型 腺癌 を 検 出 し,T4,N4,M,,
stageD2と診 断 した.
治療 と経過=平 成4年6月24日 よ り,LH-RHア















































れ て きた3-5).この こ と よ り巨大 リソパ 節 転移 を 伴 う
前立 腺 癌 を骨 転 移 を主 とす る前 立 腺 癌 とは 生物 学 的 性
状 が異 な る と考 え るよ り進 行前 立 腺 癌 の一 つ の形 式 と
考 え る こ とが適 当 と思わ れ る.
Huggins8)以来,進 行 性 前 立腺 癌 の 治 療 は抗 男 性
ホル モ ソ療 法 がgoldenstandardであ り,去 勢,エ
ス トロゲ ソ療法 あ るいは そ の併 用 が 行わ れ て きた.し
か し,去 勢 に はそ れ に伴 う精神 的 苦 痛,エ ス トロゲ ン
療 法 には 女 性化 乳 房,心 血 管障 害 な どの副 作用 が認 め
られ る.
最 近 の抗 男性 ホ ルモ ソ療 法 と してLH-RHア ナ ロ
グが あ げ ら れ る.LH-RHア ナ ロ グは 天 然 のLH-
RHよ り数 十 倍 か ら数 百 倍 の活 性 を 有 し そ の長 期 投
与 に よ り下 垂体 のLHを 枯 渇 させ,血 中 テス トステ
ロ ンが去 勢 レベ ル まで 低 下 させ る9).LH-RHア ナ
ロ グは ポ リペ プチ ドで あ る こ と よ り水 溶液 では 連 日の
注射 投 与 が必 要 で あ った10)が,デポ ー剤 が開 発 され 最
近,本 邦 に おい て も臨 床使 用 され る よ うに な った.臨
床 治験 の成 績 で は去 勢,エ ス トロゲ ソ剤 とい った従 来
の 内分 泌 療法 と同等 な 効 果 を有 す る こ とが示 され て い
る11-13).また,エ ス トロゲ ソ剤 投与 時 に み られ る女性
化乳 房,心 血 管系 の合 併症 もほ とん どみ られ ず11-13),
生 活 の質 に おい て も自覚 的 な健 康 感に 優 れ てい る とさ
れ て い る14).また,4週 間 に一 度 の注 射投 与 で あ るた
め コ ンプ ライ ア ソスに も優 れ て い る.
LH-RHア ナ ロ グ治 療 の 問題 点 と し て,テ ス トス
テ ロ ンが去 勢 レベ ルに低 下 す る のに2～3週 間 を要 す
る こ と12・13),投与 初 期 にそ の過 剰 刺激 の ためLH,テ
ス トス テ ロンが上 昇 し前 立 腺癌 が 一 時的 に 増 悪す る,
いわ ゆ るflareupがあ る11-13)・
LH-RHア ナ ロ グの副 作用 は一 般 的 に 軽 微 で あ る
ことが 多 い と され て い る11-13).しか ,flareupに
よ り重 篤 な合 併症 を呈 した症 例 の報 告 もあ る15).本症
例 にお い ては 後腹 膜 リソパ節 転移 か ら尿 管 狭窄 に よる
水 腎 症 を きた し腎機 能 が低 下 して い た.こ れ がLH-
RHア ナ ログに よ るflareupでさ らに 悪化 す る こ と
が 危惧 さ れ た.そ こ で 尿 管 ス テ ン トを 留 置 しflare
upに よる水 腎 症 の悪 化 を 予防 した 上 で注 意深 くLH
-RHア ナ ロ グ療 法 を行 った .
前立 腺 癌 の 巨大 リンパ節 転移 症 例 は一 見 末 期 癌 に見
え るが 充 分予 後 が 期 待 で き る とす る報告 があ る16).確
か に いず れ の症 例 に お い て も初 回治 療 に 良好 な 反応 を
呈 して い る3・4).しか し,実 際 には5年 以上 の長 期観
察 例 の報 告 は 少 ない3・4).一般 的 に低 分 化癌 は予 後不
良因 子 で あ り,内 分 泌 療 法 に反 応 したstageD2症例
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